
 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘで見るＯＤＦの分解能 

 

  http://www.geocities.jp/y_craturasuper/index.html 

  本ソフトウエアの最新ソフトウエアは上記サイトで確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０２月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦのＢ分解能は、入力した極点図の分解能で決まります。 

   ＬａｂｏＴｅｘでは、入力した極点図の分解能に対してＯＤＦ計算時 Resolution 指定が出来ますが 

   内部では入力された分解能で ODF計算が行われた後指定された Resolution に ODF図が作成されています 

   例えば、入力された極点図の分解能が１ｄｅｇの場合、１，２，３，４，５度が選択できるが 

   ２．５度の場合、２．５，５度になっています。 

   では、入力極点図が１度から作成した５度のＯＤＦ図と５度から作成した５度のＯＤＦ図は同一か？ 

   と言う疑問が出てきます。 

   この問題を解析してみると、 

   ＬｂｏＴｅｘのｍｏｄｅｌｌｉｎｇで作成したＯＤＦ図では異なります。 

   １ｄｅｇの極点図から計算したＯＤＦ図を基に、５ｄｅｇのＯＤＦ図は 

   ５ｄｅｇの極点図から計算したＯＤＦ図より大きな方位密度が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘでＣｏｐｐｅｒ方位を１ｄｅｇと５．０ｄｅｇの比較 

Ｃｏｏｐｅｒ方位を５０％で１ｄｅｇＯＤＦ図作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ｄｅｇＯＤＦから５ｄｅｇを作成（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ） 

 

直接５．０ｄｅｇＯＤＦ作成 

 

 

 

 

 



φ２＝４５、Φ１＝９０にΦプロファイル １ｄｅｇと５ｄｅｇ比較 

  

 

 

 

 

 同一 VolumeFraction でも計算される最大密度が異なります。 

 



１ｄｅｇ－＞５ｄｅｇへ分解能変更したＯＤＦ５ｄｅｇＯＤＦのＢＣＣのε－ｆｉｂｅｒ比較 

   

 

 

 

この現象は他の方位（例えばＣｕｂｅ）でも見られます。 


